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今回の中国人民大学との異文化交流は、私にとってとても有意義なものだったと感じます。 

 中国に行く前は、ニュースや新聞の報道で日中関係があまり良くないといわれていたの

で不安でした。ですが、実際に中国に行くと現地の方々は私たちにとてもよくしてくれ、

日本が好きだと仰っていた学生もいたことに驚きました。実際に中国を訪れて、ニュース

や新聞で言われていることだけが全てではないと実感しました。 

 中国に滞在している間に最も印象に残った出来事は、北京の村の見学でした。その村が、

70 年前に日本人が壊した村だったということを聞き、もしかしたら日本人差別を受けるか

もしれない、と言われたときに、加害者は罪を忘れ、被害者は心に傷を残す、という被害

者と加害者の意識の差を感じさせられました。また、70 年前ということで自分たちの祖父

母の世代、と考えたとき、現地に戦争で亡くなった方の息子さんお孫さん方が住んでいる

かもしれないと思い、戦争が起こったのは遠い昔の話ではないということを改めて実感さ

せられました。この村の建物の中で当時破壊されたものは、屋根が新しくなっており、色

が違うそうです。 

  

  今回の異文化交流の中での反省点は、もっと現地の学生に話しかければよかった、と

いうことです。言葉が通じないかもしれないと怖気づいてしまってあまり話しかけること

ができませんでした。もしも、またこういう機会があれば積極的に話しかけてみようと思

います。 

今回の中国人民大学との異文化交流のおかげで、私は班の方や引率の先生方、現地の学

生の方々と出会うことができ、有意義でよい経験をすることができました。ここで学んだ

事を今後の人生に活かしていきたいと思います。 


